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１ 主題名  いじめのない社会の実現〔C（11）公正、公平、社会正義〕 

 

２ 教材名  「卒業文集最後の二行」（出典：「あすを生きる３」日本文教出版） 

 

３ 本授業に込めた教師の願い 

（１）道徳的価値について（学習指導要領との関わり） 

 「正義を重んじ」るとは、正しいと信じることを自ら積極的に実践できるように努めることであり、「公正さ

を重んじ」るということは、私心にとらわれて事実をゆがめることを避けるように努めることである。よりよ

い社会を実現するためには正義と公正さを重んじる精神が不可欠であり、物事の是非を見極めて、誰に対して

も公平に接し続けようとすることが必要となる。また、自他の不公正に気付き、それを許さないという断固と

した姿勢と力を合わせて積極的に差別や偏見をなくす努力が必要である。 

 中学生の時期は、自己中心的な考え方や偏った見方をしてしまい、他者に対して不公平な態度をとる場合が

ある。また、周囲で不公正があっても、多数の意見に同調したり傍観したりするだけで、制止することができ

ないこともある。そのため、いじめや不正な行動等が起きても、勇気を出して止めることに消極的になってし

まうことがある。 

そこで、自分の弱さに向き合い、同調圧力に流されないで必要に応じ自分の意志を強くもったり、学校や関

係機関に助けを求めたりすることに躊躇しないなど、それを克服して、正義と公平を実現するために力を合わ

せて努力することが大切であると考える。 

 

（２）本授業に至るまでの生徒の学びに関する気付き 

 本学級の生徒は、学習に対して意欲的に取り組み、全体の場で発言できる生徒も多い。中学３年生となり自

分の行動が他の生徒に与える影響についても徐々に考えることができるようになってきた。本時の内容に関わ

る事前アンケートでは、いじめは「よくない」と全ての生徒が理解している。しかし、いじめの定義を理解し

ていない生徒やいじめの原因は被害者にもあると考えている生徒も存在することが明らかとなった。また、周

囲の目を過剰に気にして、目立たないように生活をしていたり、同調したりする様子も見られる。差別・偏見

を憎み、同調圧力に屈することなく行動できる生徒は少ない。 

 これらのことから、加害者や被害者、傍観者の立場からいじめの原因やその心情を考える活動を通して、い

じめが被害者の心に一生の傷を負わせ、加害者にも深い後悔を与えることに気付かせたい。そして「いじめは

よくない」ではなく「いじめを許さない」という強い意志をもって、公平、公正で差別や偏見のない社会の実

現に努めようとする道徳的判断力を育成する。 

 

（３）教材の概要とよさ 

 本教材は、小学校時代にいじめを繰り返した筆者「私」が、３０年以上経た今でも深い心の傷として、人間

として許されない行為を後悔する手記である。「私」は、自分がいじめたＴ子さんが卒業文集に書いた最後の

二行から、切なさ、悔しさを知って衝撃を受けて涙し、現在もその罪業に苦しみ続けている。「私」はカンニン 

グをしたという悪行をＴ子さんに擦り付けるとともに、周囲に同調し正しい判断ができない様子が書かれてい

る。これらは多くの中学生に共感できる内容となっており、本内容項目に関する人間の弱さがわかりやすく表

現されている。本教材を活用し、様々な立場からいじめの原因について考えながら他者理解を深める活動を通

して、いじめを許さない集団や社会を自分たちの手で実現しようとする道徳的判断力を育成することができる。 

本教材を扱うにあたり、いじめについての事前アンケートを実施する。導入の場面で、アンケート結果に触

れながら、いじめがなくならないことについて話し合う活動を通して、いじめは絶対に許されないという強い

意志をもたせるとともに、本時のめあてに対する目的意識を高めることができる。また、差別や偏見のない集

団を実現できなかった考え方や感じ方について議論・分析する活動を通して、当事者の視点に自我関与しなが

ら他者理解を深めることができる。さらに、授業の終末でめあてについて考える活動を通して、自分の考えの

変容や普段の生活おける自身の言動を振り返って考え、公平、公正で差別や偏見のない社会を自分たちの手で

実現させようとする判断力についての考えを深めることができる。 

 本授業において、範読を行う前に登場人物の心情やおかれた状況などの情報を生徒に示すことで、いじめの

原因に注目しながら範読を聞くことができるようにする。グループ活動の記録では、ホワイトボードにキーワ

ード化して書くよう指導し、多様な意見が現れるよう支援していくとともに、心情を深掘りさせる発問や揺さ

ぶりの発問をする。また、一番の原因を考えることで他の班の価値観との違いを引き出し、活発にその後の交

流や議論が行われるようにする。さらに、班でのまとめや他の班の発表を聞いて深めた考えを基に、いじめを

なくすために大切な考え方について多面的・多角的に考える場面では、様々な立場から自分だったら何ができ

るかを考えることで、教材の登場人物のおかれた心情や状況に対して自我関与しながら価値理解を深めること

ができるようにする。終末においては、「最後の二行」に触れつつ、被害者の立場から説話をすることで、集団

としていじめを許さない道徳的判断力を高め、自分たちの手でいじめをなくそうとする態度や実践意欲にもつ

なげられるようにする。 

 

＜板書計画＞ 

 

めあて いじめを許さない集団や社会を自分たちの手で 

 

実現するために、必要なことは何だろう？       ・事実をゆがめない 

・相手の気持ち ・雰囲気作り 

・差別や偏見をなくす 

                      ・相談 ⇒ 注意するのは怖い 

                     など、発言をキーワード化して記述 
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４ 本時の展開  

（１）ねらい 教材内のいじめのある学級における問題点とその原因について分析し、いじめをなくすために必要な考え方について多面的・多角的に議論する活動を通して、公平、公正で差別や偏見のない社会の実現に努め

ようとする道徳的判断力を育成する。 

（２）準 備 タブレット（ロイロノート）、ホワイトボード、マーカー                                                        

（３）展 開 

 視点１（５分） 

めあてを関心や問題意識、 

必要感をもって理解したか。 

視点３（４０分） 

グループやクラス全体の対話を通して 

協働して問題解決をしているか。 

視点５（５分） 

この時間の学びが自分にとって 

意味や価値があったと自覚しているか。 

主な 

学習活動 

○事前アンケートの結果を基にいじめについて話し

合い、いじめは絶対に許されないという強い意志

をもつとともに、いじめがなくならないことにつ

いて問題意識をもつ。（人間理解） 

○それぞれの立場からいじめの原因について考え、差別

や偏見のない集団を実現できなかった考え方や感じ

方についての理解を深める。（他者理解） 

○班でのまとめや他の班の発表を聞いて深め

た考えを基に、いじめをなくすために大切

な考え方について多面的・多角的に考える。 

（他者理解・価値理解） 

○今日の授業を通して、学んだことや考

えたことを振り返る。（価値理解） 

 

発問 
・なぜいじめはなくならないのか。 ◎なぜこのようないじめが起きてしまったのでしょうか。 

◇一番の原因はなんだろう。 

・いじめを許さない集団や社会を自分たちの手

で実現するために、必要なことは何だろう？ 

・今までの自分と今後の自分を比較しな

がら、振り返りをしましょう。 

生徒の意識 

・本授業における生徒の問題意識の階層 

 ①いじめはよくない。 

 ②いじめのある集団にはいたくない。 

 ③ところが、日常的にも起こりうることから、い

じめは発展していく。 

・ダメだとわかっているのに、なぜいじめが起こっ

てしまうのだろう。 

・自分より立場が弱い人をつくりたいのでは？ 

・加害者の自覚がないから、周囲の人たちが止めな

いからいじめはなくならない。 

・いじめのない社会は、自分たちがつくっていく。 

【めあて】 

いじめを許さない集団や社会を自分たちの

手で実現するために、必要なことは何だろう。 
 

【「私」に関わること】 

・自分の悪行を隠したくて、相手を貶めた。 

・弱い存在への優越感、偏見。周囲への同調。 

・悪いことをしたと後悔しているが謝っていない。 

【「悪童たち」に関わること】 

・囃し立てる、先生にも報告しない。 

・勝手に決めつけ、Tさんの味方になっていない。 

【「T子さん」「その他」に関わること】 

・T子さんは本当の友達がほしい。素直に褒めて、関わ

りをもちたかったのではないか。 

・T子さんは誰にも相談せずに、じっと耐える強い心を

もっている。 

・先生がもっと早く気付いてあげれば良かった。 

・この状況を見ている傍観者がいるはずだ。その人たち

が止められたはずだ。 

・いじめを許さない集団や社会を自分たちで 

 つくっていくためには、私心にとらわれて 

 事実をゆがめないことが大切である。 

・相手の気持ちや状況を深く想像する。 

・ダメなものはダメと言える雰囲気作り。 

・自他の不公正を許さない雰囲気を作ってい

くことも大切だ。 

・自分と違うという理由で除外しようとする

考え方・偏見や差別をなくす。 

・正直、自分一人では注意をすることができな

いので、みんなで注意をしたり、先生に報告

をしたりする。 

・嫌なことがあったら、エスカレートする前に

誰かに相談をする。 

・やはりいじめは絶対に許されないもの

だと思う。今までは、自分が巻き込まれ

ないように避けてきたが、これからは、

被害者に寄り添えるようにしたい。 

・いじめは何があっても絶対にしてはい

けないと再認識できた。いじめを見た

ら、相手の気持ちや状況をよく判断す

るなど自分から行動を起こすことが大

切だと感じた。 

【評価の視点】 

いじめを許さない公正、公平な集団

や社会を自分たちの手で実現するため

に必要なことについて、様々な立場か

ら多面的・多角的に自分と関わらせて

考えている。 
 

教師の手立て 

関わり 

・なぜいじめはなくならないのかを考える場面で

は、「本当にそれだけだろうか」と問い返し、本時

の学習へ熱意をもって取り組めるようにする。 

・登場人物の心情やおかれた状況などの情報を生徒

に示してから範読することで、情況の理解を促し、

教材の読み取り中心の授業にならないようにす

る。 

「私」は自分が行ったカンニングの罪を T 子さん
に擦り付け、周りの人たちとさらに中傷をしてし
まったことを、約３０年も後悔している。なぜこ
のような大きないじめが起こってしまったのか考
えながら聞いてみましょう。 

 

・ホワイトボードにはキーワード化して書かせ、多様な

意見が表れるように支援していく。 

・被害者が原因という意見には、T子さんが登校を続け、

好成績を維持する心の強さを説明し、加害者や傍観者

にある本当の原因に目を向けられるよう支援する。 

・一番の原因を考えることで他の班との違いを引き出

し、活発にその後の交流が行われるようにする。 

・ホワイトボードを黒板に掲示し、さらに意見を聞きた

い班があれば質問や反論をする時間を設ける。 

・「誰が」を伝えずに問いかけることで、様々

な立場から考えられるようにする。 

・黒板には、キーワード化して板書すること

で、終末での振り返りにつながりをもって

取り組めるようにする。 

・「具体的には？」「理由は？」「なぜそう思っ

たの？」と問い返すことで行動の裏にある

思いを表面化させ、生徒の考えを広げると

ともに、表面的な意見に対しては更に考え

を深められるようにする。 

・自分の考えの変容や普段の生活おける

自身の言動を振り返って考え、公平、公

正で差別や偏見のない社会を自分たち

の手で実現させようとする判断力につ

いての考えを深めることができるよう

にする。 

・説話では、「最後の二行」に触れること

で、被害者の立場からいじめは絶対に

許せないことを伝える。 

 

◎ ― 中心発問 

◇ ― 補助発問 




